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「 学ぶ」選択 

自分のことを無能だと思ったら、この言葉を思い出してくれ  「優れるな。異なれ。」 

誰かに勝とうと頑張るんじゃない。誰かを追い越そうとして、みんなが同じ線の上を走

ってる。でもその線の上を走るのを一回止めて、ほかの線の上を走りだす。 

そうすれば、その線の先頭にいるのは、あなただ。             中田敦彦 

 

二
月
七
日
の
一
・
二
年
生
合
同
ロ
ン
グ
ホ

ー
ム
ル
ー
ム
に
て
、atam

a p
lu

s

株
式
会
社

共
同
設
立
者
・
取
締
役
の
中
下
真
さ
ん
を
講

師
に
、
進
路
講
演
会
『
好
き
な
仕
事
を
見
つ

け
る
き
っ
か
け
作
り 

起
業
と
い
う
選
択

肢
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

講
演
で
は
、
中
下
さ
ん
自
身
の
経
験
や
現

在
の
社
会
情
勢
等
を
交
え
な
が
ら
、
「
起
業

す
る
」
こ
と
は
異
質
な
選
択
で
は
な
く
、
職

業
の
選
択
肢
の
一
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
学
生
で
あ
る
い
ま
「
学
ぶ
」

こ
と
の
大
切
さ
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

三
年
生
は
間
も
な
く
高
校
生
活
を
終
え
、

新
天
地
に
立
ち
ま
す
。
二
年
生
は
卒
業
ま
で

残
り
一
年
と
な
り
、
人
生
の
選
択
を
迫
ら
れ

ま
す
。
一
年
生
は
、
四
月
か
ら
は
文
理
に
分

か
れ
、
自
ら
の
進
路
を
本
格
的
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

高
校
と
い
う
「
学
び
」
の
場
で
い
か
に
時

間
を
過
ご
す
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
に
選
択
と
決

断
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ス
マ
ホ
利
用 と 

  

先
日
、
通
学
路
・
駅
な

ど
公
共
の
場
所
で
の
ス

マ
ホ
利
用
の
マ
ナ
ー
が

悪
い
と
い
う
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。
校
外
で
の

ス
マ
ホ
使
用
を
禁
止
す

る
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
常
識
と
し
て
、
周

囲
を
不
快
に
さ
せ
る
・

危
険
に
さ
ら
す
行
為
は

慎
ん
で
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
学
校
へ
の
ス

マ
ホ
の
持
ち
込
み
は
、

現
在
、
緊
急
時
の
保
護

者
と
の
連
絡
の
み
を
目

的
に
、
校
内
で
は
基
本

的
に
電
源
を
切
る
と
い

う
条
件
で
許
可
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を

再
確
認
し
適
切
な
利
用

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 
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編
集
後
記
。 

 
 
 
 

  
 

「
往
ぬ
る
一
月
逃
げ
る
二
月
去
る
三

月
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
二
〇
二

三
年
が
始
ま
っ
て
か
ら
は
や
二
カ
月
。
三
学

期
に
入
っ
て
か
ら
は
特
に
、
時
間
の
流
れ
を

い
つ
に
な
く
早
く
感
じ
て
い
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
・
二
年
生
は

学
年
末
考
査
を
終
え
、
次
の
学
年
へ
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
三
年
生
は
、
四
月
に
な

れ
ば
新
生
活
が
始
ま
り
ま
す
。 

冒
頭
の
言
葉
が
生
ま
れ
た
経
緯
に
は
、

「
正
月
か
ら
三
月
に
は
行
事
が
多
く
、
忙
し

く
し
て
い
る
う
ち
に
あ
っ
と
い
う
間
に
時

間
が
過
ぎ
て
し
ま
う
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
一
月
の
共
通
テ
ス
ト
、
実
力
考
査
、

二
月
に
入
っ
て
か
ら
は
二
回
の
講
演
会
と

国
公
立
大
学
入
試
な
ど
、
本
当
に
慌
し
く
月

日
が
過
ぎ
て
い
き
ま
す
ね
。
一
・
二
年
生
も
、

令
和
四
年
度
の
登
校
日
は
残
す
と
こ
ろ
わ

ず
か
十
日
余
り
。
一
日
一
日
を
大
切
に
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。 

三
年
生
は
間
も
な
く
卒
業
を
迎
え
ま
す

が
、
こ
の
「
卒
業
」
の
「
卒
」
の
字
は
「
終

え
る
」
と
い
う
意
味
を
も
ち
ま
す
。
ま
た
、

「

卒

業

」

に

あ

た

る

英

単

語

に

は

「g
rad

u
atio

n

」
と
「co

m
m

en
cem

en
t

」
が

あ
り
、
前
者
は
ラ
テ
ン
語
で
「
階
段
」「
段
階
」

を
意
味
す
る
「g

rad
u

s

」
を
由
来
と
す
る
語
、

後
者
は
も
と
も
と
「
始
ま
り
」
と
い
う
意
味

の
語
で
す
。
終
わ
り
と
始
ま
り
が
共
存
し
、

人
生
の
次
の
段
階
に
進
む
節
目
と
な
る
三

年
生
の
皆
さ
ん
の
卒
業
の
日
が
、
素
敵
な
一

日
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。 

(

下
村 

将
太
郎) 

 

「
正
し
い
行
い
」
と
は
何
か
。
社
会

に
生
き
る
う
え
で
私
た
ち
が
直
面
す

る
の
は
、
正
解
の
な
い
、
に
も
か
か
わ

ら
ず
決
断
を
迫
ら
れ
る
哲
学
の
問
題

だ
。
功
利
主
義
、
自
己
所
有
権
、
目
的

論
。
古
今
の
哲
学
者
た
ち
は
、
こ
の
難

題
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
き
た

の
か
。 

 

著
名
な
政
治
哲
学
者
に
し
て
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
教
授
で
あ
る
著
者
が
歴

史
上
の
論
争
・
学
説
を
吟
味
し
、「
い

ま
を
生
き
延
び
る
た
め
の
哲
学
」
を

語
る
。
自
身
の
担
当
す
る
同
大
学
史

上
空
前
の
人
気
講
義
「Ju

stice

」
を
も

と
に
書
き
あ
げ
た
希
代
の
名
著
。 

■
『
こ
れ
か
ら
の 

「
正
義
」
の
話
を
し
よ
う
』 

マ
イ
ケ
ル
・
サ
ン
デ
ル
■ 

Ⅵ 

前
回
の
問
題 

南
へ
一
キ
ロ
、
東
へ

一
キ
ロ
、
北
へ
一
キ
ロ
進
む
と
出
発

点
に
戻
る
地
点
は
、
地
球
上
に
何
か

所
あ
る
？ 

答
え ∞

(

無
限
大)×

∞

＋1(

か
所) 

今
回
の
問
題 

解
く(

そ
の
真
偽
を

証
明
す
る)
こ
と
が
不
可
能
な
命
題

を
ひ
と
つ
示
せ
。 

Social media can be a very good 
tool but can also have negative 
consequences if used badly. As we have 
seen in recent times, social media 
services can help to draw attention to 
things happening in the world and raise 
awareness towards issues which need 
help. This was seen during the recent 
devastating earthquakes in Turkey and 
Syria where social media was used to ↙ 

gain help for victims as well as to raise awareness throughout the world on what was happening. 
We have also seen how social media can be used to divide people and create mistrust between people of different 

cultures, countries and religions. Some unsavoury politicians throughout the world who thrive upon getting support 
by creating division have been manipulating it to peddle messages of hate and also sometimes false information. 

We have to embrace social media and technology. It will not go anywhere or leave us. It will develop and the 
positives that it brings far outweigh the negatives. The world is far more interconnected than it has ever been before 
and communication is also easier than it has ever been before. 

However, with great technology also comes great responsibility. We have to make sure that we use social media 
responsibly to avoid negative impacts. 

Journalism is a very interesting career path which is currently going through a lot of evolution. The job sector in 
the field has become unpredictable and volatile. Many media companies have closed down as a result of lower sales, 
which have been caused by the rise of freely available information that is available via the internet. 

The most rewarding thing about being a journalist is being able to tell stories which can change the world and 
people in positive ways. The field is very competitive and if one wants to do well in it today, they should be as 
adaptable and skilled in the different facets of it as possible. For instance, they should not only learn how to write well 
but also learn how to use audio equipment and how to film good videos. 

I decided to become a sports journalist because I always loved sports growing up, especially cricket and soccer. 
Cricket is a sport which is similar to baseball and played in South Africa and in countries which are part of the British 
commonwealth such as New Zealand, India, Australia and Pakistan. 

My earliest memories watching soccer was in 2002 when South Korea and Japan hosted the World Cup in that 
year together. That was what created my love for soccer. 

I also enjoy world politics and try to read and watch documentaries on politics during my spare time. A region of 
the world which also fascinates me is the Middle East and Journalism allows one to learn about different parts of the 
world. 

Everybody, 

about 

This is the 6th of this 
serial article. This time, 
Mr. Eshlin Vedan, who 
is an ALT and was a 
sports journalist, wrote 
the article. 

Well, let’s enjoy 
talking. Today’s topic 
is; “Social media”! 


